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～普段の支え合いが、災害時の支援の充実に～

この情報誌は、RCV編集委員（ボラン
ティア）の協力で作られているガー！
※委員の声は、編集後記に載っています。

Normal times

Emergency

平時の活動があったからこそ
災害時の被災者支援につながりました！

災害時に備えて様々な活動に取り組んでいます！（活動例）



災害時と平時の活動の
～普段の支え合いが、災害時の支援の充実に～

志賀町赤十字奉仕団
日本赤十字社で初！
仮設住宅での
グリーンカーテンづくり

赤十字レスキューチェーン京都
救護班に帯同、能登半島地震の救護活動支援

支部・病院・血液センターとともに
災害救護訓練に参加

北陸大学学生赤十字奉仕団
能登半島地震の避難所にて
リラクゼーション活動等を実施

郡山市赤十字奉仕団
福島・スリランカ友好協会×奉仕団
防災研修会を実施

MY  START

車いすユーザーの方との交流会
防災活動など多岐にわたる
活動を実施！

ポルトガル語で救急法講習を実施

若桜町赤十字奉仕団
令和５年台風７号災害で
災害ボランティアセンターの
運営支援を実施！

佐賀県青年赤十字奉仕団
赤十字防災教育事業指導者の誕生

直島町赤十字奉仕団
子どもからお年寄りまで！
防災活動を「知る」「体験する」

平塚市赤十字奉仕団

ボランティア指導員
杉尾美恵子さん（ブラジル出身）

日本のユース
代表として、
国際赤十字・
赤新月社の
国際会議に出席！

熊本県青年赤十字奉仕団
石本 瑛寛さん(写真右端）

札幌市音訳赤十字奉仕団
瀧本 孝乃さん

次のページから具体的な
活動を紹介します！

令和６年度第54回「朗読録音奉仕者感謝の集い」
北海道地区にて表彰されました！

滋賀県赤十字奉仕団合同研修会で、大阪府ビュー
ティーケア赤十字奉仕団が「ほっとケア」体験を行い、
災害時に笑顔とぬくもりを届ける活動を学びました。

会議期間中、各国の赤十字ユースを含む参加者と防災
減災についても情報交換しました。例えば、教育ツー
ルの開発を行うユースには、日赤が作成した防災教材
について説明しました。

平塚市との「災害時における応急救護活動
の協力に関する協定」に基づいた地域の防
災訓練にも積極的に参加しています。

赤十字奉仕団による視覚障がいがある方への活
動は、録音図書の作成の他にも、行政の広報誌
の点訳や拡大写本の作成などがあり、触って学
べる防災教材を作成した奉仕団もあります。

大阪府ビューティーケア赤十字奉仕団×
滋賀県赤十字奉仕団・
青年赤十字奉仕団「はなまる」

テーマ

鳥取県

愛知県

神奈川県

香川県

石川県

石川県

福島県
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八尾町赤十字奉仕団
白菊赤十字奉仕団

東京理科大学学生赤十字奉仕団

富山県

私たちは、こんな時代だからこそ、地域で
のボランティア活動がこれまで以上に重要
だと考えています。
日頃から行政や他団体、地域の方々と顔の
見える関係を構築し、災害時を意識した活
動を行うことが、災害時の円滑な支援活動
につながるからです。
各地の災害時の活動や災害時を見据えた日
頃の活動に学び、皆さんの活動のさらなる
活性化を目指し、赤十字の仲間と一緒に強
い地域共生社会をつくっていきましょう！

祝！
阪神・淡路大震災から30年。震災時、最も人命を救ったのは人々の
助け合いによる「互助」であったとされ、多くのボランティアが駆け付け、
またそれまでボランティア経験がなかった人が参加したことなどから、
平成７（1995）年は「ボランティア元年」と言われています。
近年の自然災害は、気候変動の影響で頻発傾向にあるとともに、線状
降水帯など局地的に大きな被害をもたらしています。災害が頻発化する
なかで、私たちにできることはどのようなかたちがあるでしょうか。
本号では、「災害時と平時の活動のつながり」をテーマに、
活動のヒントとなるような全国の赤十字奉仕団等
ボランティア活動事例をご紹介します！

令和６年11月17日に平塚市医師会と岡崎
地区連合自治会と行った防災訓練の様子

石本さん（写真右端）

CoCoLo
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　私は赤十字の講習を受け、「この知識を多くの人に伝えたい」と思い、
指導員資格を取得しました。ブラジル出身で全国でもまれな「外国にルー
ツをもつ赤十字ボランティア指導員」として講習を実施しています。
2024年５月にはブラジル人生徒を対象にポルトガル語で救急法講習を
実施しましたが、「119番通報」という難しい日本語を生徒たちが
「いち、いち、きゅうにでんわ」と言えるようになったことだけでも
大きな一歩だと感じました。災害が少ない国から来た方は、災害時
の対応に慣れないもの。防災訓練への参加も促していきたいで
す。愛知県支部のやさしい日本語を使った講習テキストを使うな
ど、誰でも防災力を高められるようサポートしたいと思っています。

　モデル奉仕団として自治体や教育委員会と協力して活動しています。
活動に参加しているのは、子どもから高齢者まで幅広く、アルファ米の
調理や防災食の試食をはじめ、子どもには日赤クイズや防災体験、高齢
者にはリラクゼーション研修など年代に応じ「知ること」「体験すること」
を重視した学びの場を提供しています。また、直島町の広報誌を通じて
日赤の取組みや防災情報を「見える化」。平時から防災意識を高めてもら
うよう努め、過去の災害経験から準備の大切さを学び、長期的視点で「自
助」の意識を育む活動をしています。今後も次代につながるよう、気軽
に参加できる仕組みづくりを考えていければと思っています。

直島町赤十字奉仕団

平時から防災情報を「見える化」して「自助」の意識を育む
　主にからだやこころに障がいのある方と交流する社会福祉活動
や、都内の他の奉仕団と一緒に海岸清掃などを行っています。高校
生の車いすユーザーの方との交流事業を企画した際、参加者の方に
「楽しかった」と言ってもらえてとても達成感がありました。どの
活動を企画・準備する際も参加者に継続的に参加してもらえるよう、
「楽しかった」「来てよかった」と思って帰ってもらえるよう心掛け

ています。また、車いすの介助方法など普段の活動で身に付け
た経験を生かし、防災かるたや防災に関するレクリエーショ
ンなども行っています。活動を通して、人に話しかける勇気
や、リーダーとしての責任感を養うことができたと思います。

　富山県内の地域赤十字奉仕団は、県内赤十字各施設（支部・病院・血
液センター）が一体となって災害に備える合同災害救護訓練に毎年参加
しています。令和６年度は、20名ほどが炊き出しを実施。参加する奉
仕団は、県内を４つに分けたブロックで輪番となっており、毎年10団
から２名ずつが参加しています。能登半島地震後の今回の訓練では、支
部・施設や地区分区との日頃からの連携の重要性を再確認しました。こ
の活動は、『富山県赤十字奉仕団６つの統一活動』の一つであり、同じ
く統一活動の在宅ひとりくらし高齢者訪問等とともに学校での防災教育
も継続していく予定です。赤十字の活動に誇りをもって楽しく活動して
いきたいですね。

東京理科大学学生赤十字奉仕団CoCoLo

車いすユーザーの方との交流事業

外国にルーツをもつボランティア指導員　杉尾美恵子さん

ブラジル人生徒を対象にポルトガル語での救急法講習を実施愛知県

八尾町赤十字奉仕団・白菊赤十字奉仕団

支部・施設合同災害救護訓練に毎年参加し連携

　佐賀県は災害の少ない県と言われていましたが、近年、大雨による水害などが
発生しています。 青年奉仕団として災害時に何かできることはないかと考え、
佐賀県支部が行う防災ボランティアの訓練や研修会に参加しています。また、
防災セミナーの支援や防災イベントへの参加をとおして、団員は防災・減災に
高い関心を持つようになりました。 今年度は、防災セミナーで教える立場で
ある指導者になろうと昨年９月に佐賀県支部が開催した標記研修を受講
しました。 研修で得た学びを奉仕団内で共有し、今後、指導者として地
域や青少年赤十字メンバーに防災・減災の知識を伝えていきたいです。
若い世代の指導者がさらに増えていけばよいと思っています。

佐賀県青年赤十字奉仕団

「日本赤十字社防災教育事業指導者養成研修」を経て指導者が誕生

　地域において非常時に外国出身の方とも協力できる体制づくりの取組みとして、令和6年7月
に福島・スリランカ友好協会と連携した初の防災研修会を開催し、スリランカからの留学生10名
と奉仕団員あわせて約30名が参加しました。研修会では、奉仕団員が耐熱性ポリ袋を使った米の
炊き方を説明し、留学生はスパイスカレーの調理法とおいしい紅
茶の淹れ方を紹介し、互いの文化を学びました。留学生たちは、
異国での防災対策への関心が高く、熱心に学ぶ姿が印象的でした。
　今後も福島・スリランカ友好協会や地域在住外国人との交流を
深め、災害時に備えた「すべての人々のための」多文化共生の体
制づくりを進めていきます。

郡山市赤十字奉仕団

福島・スリランカ友好協会と防災研修会を開催

山口広隆さん・柿沼慶亮さん

杉尾美恵子さん
執行亜由美さん

災害時に備えて
様々な活動に取り組んでいます！（活動例）

災害時と平時の活動の

香川県

東京都

愛知県

富山県

佐賀県
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6 7Red Cross Volunteer No.82Red Cross Volunteer No.82



　私は赤十字の講習を受け、「この知識を多くの人に伝えたい」と思い、
指導員資格を取得しました。ブラジル出身で全国でもまれな「外国にルー
ツをもつ赤十字ボランティア指導員」として講習を実施しています。
2024年５月にはブラジル人生徒を対象にポルトガル語で救急法講習を
実施しましたが、「119番通報」という難しい日本語を生徒たちが
「いち、いち、きゅうにでんわ」と言えるようになったことだけでも
大きな一歩だと感じました。災害が少ない国から来た方は、災害時
の対応に慣れないもの。防災訓練への参加も促していきたいで
す。愛知県支部のやさしい日本語を使った講習テキストを使うな
ど、誰でも防災力を高められるようサポートしたいと思っています。

　モデル奉仕団として自治体や教育委員会と協力して活動しています。
活動に参加しているのは、子どもから高齢者まで幅広く、アルファ米の
調理や防災食の試食をはじめ、子どもには日赤クイズや防災体験、高齢
者にはリラクゼーション研修など年代に応じ「知ること」「体験すること」
を重視した学びの場を提供しています。また、直島町の広報誌を通じて
日赤の取組みや防災情報を「見える化」。平時から防災意識を高めてもら
うよう努め、過去の災害経験から準備の大切さを学び、長期的視点で「自
助」の意識を育む活動をしています。今後も次代につながるよう、気軽
に参加できる仕組みづくりを考えていければと思っています。

直島町赤十字奉仕団

平時から防災情報を「見える化」して「自助」の意識を育む
　主にからだやこころに障がいのある方と交流する社会福祉活動
や、都内の他の奉仕団と一緒に海岸清掃などを行っています。高校
生の車いすユーザーの方との交流事業を企画した際、参加者の方に
「楽しかった」と言ってもらえてとても達成感がありました。どの
活動を企画・準備する際も参加者に継続的に参加してもらえるよう、
「楽しかった」「来てよかった」と思って帰ってもらえるよう心掛け

ています。また、車いすの介助方法など普段の活動で身に付け
た経験を生かし、防災かるたや防災に関するレクリエーショ
ンなども行っています。活動を通して、人に話しかける勇気
や、リーダーとしての責任感を養うことができたと思います。

　富山県内の地域赤十字奉仕団は、県内赤十字各施設（支部・病院・血
液センター）が一体となって災害に備える合同災害救護訓練に毎年参加
しています。令和６年度は、20名ほどが炊き出しを実施。参加する奉
仕団は、県内を４つに分けたブロックで輪番となっており、毎年10団
から２名ずつが参加しています。能登半島地震後の今回の訓練では、支
部・施設や地区分区との日頃からの連携の重要性を再確認しました。こ
の活動は、『富山県赤十字奉仕団６つの統一活動』の一つであり、同じ
く統一活動の在宅ひとりくらし高齢者訪問等とともに学校での防災教育
も継続していく予定です。赤十字の活動に誇りをもって楽しく活動して
いきたいですね。

東京理科大学学生赤十字奉仕団CoCoLo

車いすユーザーの方との交流事業

外国にルーツをもつボランティア指導員　杉尾美恵子さん

ブラジル人生徒を対象にポルトガル語での救急法講習を実施愛知県

八尾町赤十字奉仕団・白菊赤十字奉仕団

支部・施設合同災害救護訓練に毎年参加し連携

　佐賀県は災害の少ない県と言われていましたが、近年、大雨による水害などが
発生しています。 青年奉仕団として災害時に何かできることはないかと考え、
佐賀県支部が行う防災ボランティアの訓練や研修会に参加しています。また、
防災セミナーの支援や防災イベントへの参加をとおして、団員は防災・減災に
高い関心を持つようになりました。 今年度は、防災セミナーで教える立場で
ある指導者になろうと昨年９月に佐賀県支部が開催した標記研修を受講
しました。 研修で得た学びを奉仕団内で共有し、今後、指導者として地
域や青少年赤十字メンバーに防災・減災の知識を伝えていきたいです。
若い世代の指導者がさらに増えていけばよいと思っています。

佐賀県青年赤十字奉仕団

「日本赤十字社防災教育事業指導者養成研修」を経て指導者が誕生

　地域において非常時に外国出身の方とも協力できる体制づくりの取組みとして、令和6年7月
に福島・スリランカ友好協会と連携した初の防災研修会を開催し、スリランカからの留学生10名
と奉仕団員あわせて約30名が参加しました。研修会では、奉仕団員が耐熱性ポリ袋を使った米の
炊き方を説明し、留学生はスパイスカレーの調理法とおいしい紅
茶の淹れ方を紹介し、互いの文化を学びました。留学生たちは、
異国での防災対策への関心が高く、熱心に学ぶ姿が印象的でした。
　今後も福島・スリランカ友好協会や地域在住外国人との交流を
深め、災害時に備えた「すべての人々のための」多文化共生の体
制づくりを進めていきます。

郡山市赤十字奉仕団

福島・スリランカ友好協会と防災研修会を開催

山口広隆さん・柿沼慶亮さん

杉尾美恵子さん
執行亜由美さん

災害時に備えて
様々な活動に取り組んでいます！（活動例）

災害時と平時の活動の

香川県

東京都

愛知県

富山県

佐賀県

福島県
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▶ テーマは「人間を救うのは、人間だ。
The Power of Humanity」

　令和７年４月13日から10月13日までの184日間
にわたり、大阪・夢洲を会場に大阪・関西万博が開
催されます。「いのち輝く未来社会のデザイン」を
テーマに、160を超える国・地域・国際機関等がパ
ビリオンを出展します。
　1863年に誕生した国際赤十字は、赤十字運動の普
及のため1867年に開催されたパリ万博にパビリオン
を出展。以降の万博でも傷病者の救護活動やジュ
ネーヴ条約の紹介を続け、長らく万博に関わってき
ました。日本赤十字社の創設者・佐野常民も1867年
と1873年の万博会場で赤十字活動を目にしており、
このことがきっかけで帰国後に日本赤十字社の創設
に動きました。

　今回、赤十字は「国際赤十字・赤新月運動館」と
して国連などの国際機関と同じ区画にパビリオンを
出展します。テーマは「人間を救うのは、人間だ。
The Power of Humanity」。国内外の人道危機にお
ける人間の苦しみと、そこから立ち上がる人々の
ヒューマンストーリーをドーム型シアターに投影さ
れる映像と音楽で演出します。パビリオン体験を
通じ、一人でも多くの方が誰かのために一歩を踏み
出すきっかけを得ていただくことを願っています。

N
O

.82

❶ 今号の特集へのご意見・ご感想
❷ こんな特集が見たい！
　  「こんな活動がしたい！どこかでしていないかな?」等、知りたい
　　活動はありませんか？

❸ 活動を全国に伝えたい！
　  掲載したい活動がありましたら、ぜひお知らせください。

❹ RCVをメール配信しています！配信をご希望の方
　 は送信先のメールアドレスをご記載ください。

RCVの編集を通じ、赤十字活動やその意義を深く
理解し、多くの方が誰かのために活動している姿に
感銘を受けました。貴重な体験をすることができ、
サポートしてくださった方に感謝しています。

（小澤こころ）

想像以上に多種多様な奉仕団が存在し、活動が精
力的に行われていることを実感しました。本誌の
情報を少しでも皆様のボランティア活動に活かし
ていただけると大変嬉しく思います。（佐藤聡太郎）

今回、石川県の記事の編集をさせていただきまし
た。能登半島地震や豪雨災害時に行った活動や、
そこから得たこと感じたこと等普段なかなか聞け
ない内容で、貴重な編集経験となりました。ありが
とうございました。                          （椎名優馬）
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大募集!大募集!大募集!読者のみなさんの声

RCVをよりよい情報誌にするために、
皆さまのご意見をぜひお聞かせください！

編集後記

〒105-8521
東京都港区芝大門1-1-3
日本赤十字社 事業局 パートナーシップ推進部
ボランティア活動推進室 青少年・ボランティア課 宛

ハートラちゃん
クリアファイル
をプレゼント！！

令和７年７月31日（木）必着

抽選で

30名様に

はこちらから

全国の様々なボランティア活動満載‼
活動のヒントを探しませんか？

https://www.jrc.or.jp/volunteer-and-youth/
volunteer/document/

日本赤十字社「大阪・関西万博」ウェブサイト
https: //expo2025.jrc.or.jp/

RCV バックナンバー

上記 ❶～❹ をご記入のうえ、メールにて
rc-volunteer@jrc.or.jp までお送りください。

大阪・関西万博に｢国際赤十字・赤新月運動館」を
出展します。

PRESENT

二次元コードからも
ご回答いただけます

郵
送
の
場
合
は

赤十字R C V

今号も赤十字ボランティアの皆さまと編集しました！
編集委員の声を掲載いたします
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